








































齋藤 正和  Masakazu SAITO
映像メディア学科・助教
Department of Visual Media・Assistant Professor
065メディアと空間へのアプローチ






























































































































































A report of the  attempt to media and space







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7. 外の風景(中庭) ＿コンテンツ //ライブ
8. 公演前のギャラリー＿光とコンテンツ
9. 外の風景(会場入口)＿コンテンツ//ライブ
　すべての映像について触れることは紙面の都合上難しいため、
ここでは小型カメラGoProでの撮影についてのみ触れる。
　GoProは重量170ｇ程度でありながら、1080pの映像を撮影する
ことができる小型カメラである。その機動性を活かして、速さや高
さ、危険さなどの伴ったアクションスポーツの現場においても多用
されている。本作においては、高解像度の小型カメラを用いるこ
とで“コンテンツ”と“光”を同時に扱うような映像表現が可能だと
考えた。
　ダンサーにGoProを手に持った状態で踊って頂き、先ほど列挙
したリストの3（六本木の街中）、8（公演前のギャラリー）の映像の
撮影を行った。ダンサーが踊り、手を動かすのに合わせて、捉え
られる映像もダイナミックに変化する。
　撮られた映像はコンテンツ（映像内容）をみることではなく、その像
の移動から動きのダイナミズムを体感することを狙っている。つまり、
視覚による対象の認識より、平衡感覚に訴える事が狙いである。小
型カメラの利用自体は新しいことではなく、バラエティ番組などでも
昔からよく見られたものである。しかし、1080Pという映像の高画質化
は単に“映像が綺麗になった”だけではなく、映像を見たときに得ら
れる臨場感がSD（スタンダード・ディフィニション）画質の映像とは異
なり別の体験となる。このことは、同じ仕組みであってもの“質”が変
わることで新たな体験を提供し得ることを示している。我々は映像
の肌理の差異を知覚しており、それは体に“作用”する。
　5  おわりに
　これまで見てきたように「快転」では2つの事を目指した。
　一つは、用いるメディアのコンテンツと構成要素の2つを扱いな
がらパフォーマンスを構成するという事である。それは、身体、映
像、音響のそれぞれを腑分けし、コンテンツと体・光・音という構
成要素の2つの間を行き来しながらパフォーマンス全体を構成す
るという事であった。今ひとつは、それらのメディアを用いてギャラ
リーの空間的特性を浮かび上がらす事である。
　そしてこの2つによって、鑑賞者がダンス、映像、音楽のコンテ
ンツを観ることと、それぞれのメディアの構成要素によって浮かび
上がるギャラリー空間を視ることの二つの状態を行き来することを
目指し、ある程度実現できた。
　今後も、メディアのフォーマットのなかでコンテンツだけを考える
のではなく、そのフォーマットを規定している構成要素を捉え、そ
のもの自体をもコンテンツへと変換させるようなメディア・スペシ
フィックな制作のあり方を模索していく。
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パフォーマンスの構成をポイントごとに以下に箇条書きにする。
・ 開演前から2つの映像が投影されている。一つは回転し続け
る六本木の風景、もう一つは会場入り口のライブ映像。
・ 開いていたシャッターが半分程度まで下ろされ開演。（公演
中も一部開いており、外が見える状態）
・ ライブ映像があらかじめ撮影された映像ソースへと切り替わ
る。フィードバックを用いた低音によりシャッターが共振する。
・ シャッターの反対側の鉄扉が開き松岡氏が登場し、会場内
を横切りシャッターの隙間から外へでる （写真3）。
・ 中に戻ってきたあと、体に映像を浴びたりしながら踊る （写真4,5）。
・ 途中で床の一部が水で満たされ、映像の一部は反射し空間
に広がる （写真6）。
・ 白と黒の光が交互に現れるなか踊る。途中鈴木氏も舞台に
登場してのセッション。
・ 鉄扉をあけてギャラリー中庭へ。鑑賞者は中庭からのライブ
映像の中でのみ松岡氏のダンスを見る。（ただし、音は外か
ら聞こえてきており、この映像がライブでありあらかじめ収録
されていたものでない事は理解できる）
・ 事前に撮影されたギャラリー内で踊る松岡氏の映像（松岡氏
は鑑賞者から見えず、映像のみを観る）
・ 会場に戻って踊る。その後、シャッターをあけて外に出てい
きギャラリー前の公道で踊る。踊る姿の一部はシャッターの
隙間を通して見えるが、基本的には鑑賞者は外に置かれた
カメラからのライブ映像を見る （写真7）。
・ 松岡氏がカメラからフレームアウトするように去っていく。
・ 終演
